






研究目的 

新生児とくに極小未熟児における黄疸の管理においては血清総ビリルビン値(TB)のみでは

核黄疸の発生を予知することは困難とされ,血液脳関門を容易に通過し得るアルブミン非

結合型ビリルビン,すなわちアンバウンドビリルビン値(UB)の測定が重要視される。 

最近,この UB の測定が専用測定機器の開発により簡便にベッドサイドで行えるようになっ

た。しかし,その測定値の臨床的意義については一定の見解が得られていない。 

本研究においては,極小未熟児を対象に 1)核黄疸の発症と UB 値との関連性,2)UB値の上昇

に関与する諸因子について検討した。 


